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近年, 遺伝子発現を制御

するためにオリゴヌクレオ

チド（ODN）を用いる方法が

盛んに研究されている．特に

標的となる塩基と共有結合

を形成する機能性核酸を導

入したODNはその高い配列

選択性から効果的に標的塩基とクロスリンク反応を行うことができ遺伝子発現制御が可能と期待

されている．本研究室ではこれまでに反応点同士が近接することで光などの外部刺激なしにクロ

スリンク反応が進行する機能性核酸を報告している1． 

本研究では，グアニン選択的架橋反応が期待される 4-アミノ-6-オキソ-2-ビニルピリミジン

（AOVP）を導入したペプチド核酸(PNA)オリゴマー(1)を設計した（Fig. 1）．骨格が 2-アミノエ

チルグリシンである PNA は，ⅰ）DNA あるいは RNA と非常に安定な錯体を形成し，ⅱ）生体

環境において安定であり，ⅲ）合成が簡便で，ⅳ）DNA 二重鎖にインベージョンするという特徴

を有するため，アンチジーン,アンチセンス法への適用が可能と期待されている．これまでに，ピ

リミジン塩基（2）2を PNA モノマー(3)へと誘導し，Fmoc 固相合成法により PNA オリゴマー（4）

の合成に成功した．さらに酸化,引き続き塩基処理によりビニル体(1)を合成した（Scheme 1）．現

在合成した架橋性 PNA オリゴマー1 の反応性および選択性について検討しており，その結果につ

いても合わせて報告する. 
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Fig. 1. クロスリンク反応の模式図 
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Scheme 1. 固相法による PNA オリゴマーの合成およびビニル基の再生 


